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報 道 資 料

平成２８年８月３１日

連絡先 奈良県 健康福祉部 長寿社会課
課長補佐 倉田（内線2851）
総務・生きがいづくり推進係

俵元（内線2855）
0742-27-8524（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）

平成２８年度「老人の日・高齢者保健福祉月間」の行事について

１．趣旨
わが国は世界でも有数の長寿国となって久しく、誰もが健康で、安心して生きがいを

持った生活を送ることのできる活力ある長寿社会を築くことが大切になっています。
意欲と能力のある高齢者には社会の支え手となってもらうと同時に、支えが必要とな

った時には、周囲の支えにより自立し、人間らしく生活出来る尊厳のある超高齢社会を
実現することが必要であり、また、高齢者自らが高齢期のあり方に感心と理解を深める
とともに、県民一人ひとりが家庭、職場、学校、地域社会等において、高齢者との関わ
りを深めていくことも重要です。
このような観点から、本県では、関係２団体とともに「老人の日・高齢者保健福祉月

間」を設け、以下の目標を掲げ、高齢者福祉に関する各種事業を実施します。

２．期間
平成２８年９月１日～３０日までの１か月間

３．標語

「みんなで築こう 安心と活力ある健康長寿社会」

４．主唱
奈良県、（社福）奈良県社会福祉協議会、（一財）奈良県老人クラブ連合会

５．目標
「老人の日」を契機として、誰もが生きがいを持ち、健康で安心して生活できる長寿

社会、自立・参加・協力による明るく豊かな長寿社会を目指して、次の６つの目標を掲
げ、高齢者の保健・福祉の向上及び社会参加を図るための活動を進めます。

（１）すべての高齢者が安心して自立した生活ができる、保健・福祉のまちづくりを

進め、ふれあいの輪を広げよう。

（２）高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・社会参加・ボランティア活動を

進めよう。

（３）高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防への取り組みを進めよう。

（４）高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支援のあり方や介護問題等をみんな

で考え、高齢者や介護者を支える取り組みを積極的に進めよう。

（５）超高齢社会における家族や地域社会等の役割を理解し、お互いに協力して安心

と活力ある長寿社会をつくろう。

（６）減災や防災への取り組みに関心を持ち、日頃から地域でのつながりを築こう。
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＜主な行事＞

１ 県実施の敬老事業等

（１）副知事による長寿者訪問
県内男女最高齢者の方に祝状及び記念品『奈良絵マグカップ「登り窯」』を贈呈

日時 訪問先 年 齢 備考
(9月1日現在)

宇陀市室生下田口
9月7日(水) 1216番地 県内最高齢者
15：10～15：40 特別養護老人ホーム １１０歳 (女性)

｢室生園｣
訪問時の取材可能 (明治38年10月20日生) ＊住民票は曽爾村

備後 クラ様
びん ご

取材不可 匿名希望 １０７歳 県内男性最高齢者
(明治42年 2月 4日生)

＊男性は平成27年度より男性最高齢者である。

（２）百歳お祝い
新百歳高齢者の方に祝状及び記念品「置き時計」を贈呈

２ 平成２８年度 長寿と健康の祭典 表彰式

日 時 平成２８年９月１５日（木）午後１時３０分～
場 所 奈良県庁５階 第一会議室
表彰式 奈良県知事表彰

老人福祉功労者 ： １５名
老人福祉施設功労者： ２団体、３名
優良老人クラブ ： １９クラブ

(一財)奈良県老人クラブ連合会会長表彰
優良老人クラブ ： ２６クラブ
感謝状 ： ６名

○関連イベント
（１）奈良県高齢者美術展（８月２５日、報道発表済）

展示期間：平成２８年９月２日（金）から平成２８年９月７日（水）
表 彰 式：平成２８年９月６日（火）午前１０時３０分～
開催場所：奈良県文化会館 集会室A・B
出 品 数：２８２点

（２）ならシニア元気フェスタ（奈良県高齢者スポーツ文化交流大会）
開催期間：５月１４日（土）・１５日（日） (実施済み)
開催場所：県立橿原公苑、県社会福祉総合センター 他
競技種目：弓道、グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、サッカー、水泳

ソフトバレーボール、ソフトボール、太極拳、卓球（ラージボール）、
テニス、ペタンク、マラソン、ウォークラリー、将棋、囲碁、
健康マージャン（１６種目）

参加者数：２，５０３名

※成績上位者等は「第２９回全国健康福祉祭ながさき大会
（ねんりんピック長崎２０１６）」に派遣

（開催期間：平成２８年１０月１５日（土）～１８日（火））

３ 県内市町村の関連行事

別添一覧表のとおり
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＜参考＞

１ 奈良県百歳以上長寿者の推移
（敬称略）

百歳以上長寿者数 最高齢者（年齢は９月３０日現在）※

年 度
男 女 計 氏 名 年 齢（歳）

平成 元 ７ ３６ ４３ 中 伊藏 １０７

２ ９ ３９ ４８ 森本 りょう １０６

３ ８ ３１ ３９ 藤田 トミエ １０３

４ １３ ３５ ４８ 藤田 トミエ １０４

５ １４ ４７ ６１ 奥方 アキノ １０３

６ １８ ５３ ７１ 冨田 兼太郎 １０３

７ １５ ６１ ７６ 冨田 兼太郎 １０４

８ １８ ７６ ９４ 赤土 タマ １０４

９ ２４ ９２ １１６ 中川 誠一郎 １０４

１０ ２４ ９４ １１８ 久保 なみ １０４

１１ ２８ １２１ １４９ 松本 春江 １０５

１２ ３２ １３１ １６３ 松本 春江 １０６

１３ ３１ １６０ １９１ 松本 春江 １０７

１４ ４０ １９０ ２３０ 松本 春江 １０８

１５ ３３ ２２３ ２５５ 鉄本 芳江 １０６

１６ ５７ ２７５ ３３２ 五百田 たつの １０７

１７ ６４ ３１７ ３８１ 五百田 たつの １０８

１８ ６４ ３４９ ４１３ 五百田 たつの １０９

１９ ７８ ３９５ ４７３ 五百田 たつの １１０

２０ ７８ ４５９ ５３７ 津田 アキヱ １１０

２１ ７４ ５２０ ５９４ 岡本 眞 １０９

２２ ７７ ５９２ ６６９ 毛利 キヌ １０９

２３ １１４ ６４４ ７５８ 毛利 キヌ １１０

２４ １０７ ７１２ ８１９ 毛利 キヌ １１１

２５ １０２ ７３８ ８４０ 匿 名 希 望 １１１

２６ １１７ ７９０ ９０７ 匿 名 希 望 １１２

２７ １００ ８４５ ９４５ 匿 名 希 望 １１３

※毎年9月1日現在の人数。
平成28年度の百歳以上長寿者数については、9月1日現在で取りまとめ発表の予定。
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２｢老人の日･高齢者保健福祉月間｣について

昭和２２年（１９４７年）に兵庫県多可郡野間谷村（現：多可町）で行われた敬老
行事がきっかけとなり、昭和２５年（１９５０年）、９月１５日を「としよりの日」と
しようとする敬老・福祉の県民運動が開始されました。

昭和２６年（１９５１年）、中央社会福祉協議会（現：全社協）が全国運動を提唱し、
９月１５日から２１日までの１週間を運動週間として、「老人を敬い慰め、励ますとと
もに、老人福祉に対する国民的理解を促進し、老人自身もまたその立場を自覚し、新
しい社会建設に参加する」ことをうたって様々な活動が推進されました。

「としよりの日」は、後に「老人の日」を経て昭和４１年(１９６６年)に国民の祝
日「敬老の日」へと発展しました。そして、平成１３年(２００１年)の老人福祉法の
改正により、９月１５日が「老人の日」、同月２１日までの１週間が「老人週間」と定
められました。

本県では、この「老人の日・老人週間」キャンペーンを拡充して、老人の日を含む
９月１日から３０日までの１ケ月間を「老人の日・高齢者保健福祉月間」と定めてい
ます。

〔参考〕敬老の日
｢国民の祝日に関する法律｣の改正により、平成15年（2003年）から毎年９月の第

３月曜日が国民の祝日（休日）の「敬老の日」となりました。


